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要約 : ニホンウズラ雄における血漿テストステロンの日内変動を +.L : +*D �.時点灯� の照明条件下で調査
した� その結果� 血漿テストステロン濃度は /時� 1時� +1時に低い値 �. ng�ml前後� を示し� 3時から +/

時の間は /�0 ng�mlの安定した値で推移した� また� 暗期には 0 ng�ml以上の高い値を示した�
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緒 言

血漿テストステロン濃度はニワトリ+��ホロホロチョウ,�

では暗期に高い値を示すことが知られている� また� ウズ
ラにおいてもいくつかの報告があるが-, .�� 照明条件の設定
が若干異なっており� その変動パタ�ンは必ずしも一致し
ていない�
したがって� 本実験ではニホンウズラ雄におけるテスト
ステロン濃度の日内変動を明らかにし� 精巣からのテスト
ステロン分泌を指標とした実験をする場合� いずれの時間
帯が変動が少なく適当であるのかを検討した�

材料および方法

供試雄ウズラには� 本学家畜繁殖学研究室において系統
繁殖を行っているニホンウズラ雄を用いた� 供試ウズラ
は� +.時間照明 �.時点灯開始� : +*時間暗黒条件下にて
飼育管理し� 給餌� 給水は 2時と +0時に実施し� 自由摂取
となるよう留意した� なお� 飼料には市販の産卵用ウズラ
飼料 �ウズラ G ; 豊橋飼料株式会社� を用いた� 供試ウズ
ラは� +/週齢の雄ニホンウズラの中から性成熟の指標であ
るクロアカ腺の発達と�状様物質の分泌が肉眼的に確認で
きる個体のみを実験に供試した�
採血 �*./ ml� は� /� 3� +-� +1時 �明期� と +3� ,-�

-時 �暗期�の各時間において�翼下静脈よりヘパリン処理
した注射筒により +羽当り +回実施した� なお� 各時間に
おいて +2あるいは +3羽のウズラから採血を実施した�
血漿テストステロン濃度は� 時間分解蛍光測定法によ

り�テストステロン測定用キット �DELFIA Testosterone

Reagents R*/*�+*+ ; Wallac社� と蛍光光度計 �+,-.型
DELFIA Research ; Wallac社� にて蛍光光度を測定し�
MultiCale Routineにて算出した�
なお� 測定内変動係数は +/.*�であった� また� 測定値
は SMIRNOVの棄却検定後� DUNCANの New Multiple

Range testにより統計学的に検討した�

結果および考察

血漿テストステロン濃度は� 暗期 �+3時から -時� に高
く 0 ng�ml以上を示し� 明期の /時と 1時および +1時に
. ng�ml前後の低い値を示し� 3時から +/時までは /�0

ng�mlの範囲で推移していた �図 +��本実験と同様の照明
条件で実験した GULATIら-�は血漿テストステロン濃度は
暗期の後半にピ�クを示し明期の前半と後半に低い値を示
すと報告し� 本実験の傾向とほぼ一致した� また�
OTTINGERと FOLLETTの報告では.�� 明期の後半と暗期の
後半に低い値を示しているが� その報告では照明時間 +0

時間照明 : 2時間暗黒条件と本実験と若干異なっており�
その結果� 低値を示す時間帯が若干ずれたものと考えられ
た�
精巣からのテストステロン分泌を調節する要因として脳
下垂体から分泌される黄体形成ホルモンが考えられるが�
血漿黄体形成ホルモン濃度の変動と血漿テストステロン濃
度の変動は必ずしも一致しない.�� 明暗周期と同調して分
泌するホルモンに松果体から分泌するメラトニンが挙げら
れるが� その分泌量は暗期に多く明期に少ないことが報告
されている/�� また� 精巣にはメラトニンのレセプタ�が
存在することが報告されている0�� 本実験では� 暗期と明
期が切り替わった明期の前半と� 明期と暗期が切り替わる
前の明期の後半に血漿テストステロン濃度の低下が認めら
れるが� 精巣からのテストステロン分泌に対してメラトニ
ンの分泌リズムが関与している可能性も考えられる� しか
し� メラトニンが精巣におけるメラトニン�レセプタ�を
介して精巣からのテストステロン分泌を如何に調節してい
るかは今後解明すべき問題と考えられる�
いずれにせよニホンウズラ雄の生殖腺活動に関する実験
を計画する場合� 血漿テストステロンの変動の大きい明期
直後や暗期直前は極力さけるようにして� 内分泌的に比較
的安定した� 明期の中央付近で実験することが望ましいも
のと考えられた�
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Summary : This study was carried out to clarify the daily variations in plasma testosterone in

Japanese quail. Birds were kept under daily +. h (*.**�+2**) light and +* h darkness. Concentrations

of testosterone were measured by the time-resolved fluoroimmunoassay. Plasma testosterone concen-

trations showed low level (before and after . ng/ml) at / : **, 1 : ** and +1 : **, and changed by the

value that /�0 ng/ml became stable during 3 : **�+/ : **. High value beyond 0 ng/ml was shown in

darkness.
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